
①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

授業科目

様式２－１

授業科目

数学（データサイエンス入門）

授業科目

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

教育学部、外国語学部、経済情報学部、看護学部では、プログラムを構成する授業科目である教養基礎科目「数学（データサイエンス入門）」２
単位を修得することを修了要件とします。

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

開講状況

学部・学科によって、修了要件は相違しない

開講状況開講状況

全学開講

授業科目

数学（データサイエンス入門）
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

単位数 必修 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

授業科目

授業科目 授業科目開講状況

授業科目

全学開講数学（データサイエンス入門）

授業科目

数学（データサイエンス入門）

開講状況

全学開講

開講状況授業科目

数学（データサイエンス入門）

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

開講状況

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目

第3回の講義テーマ「データサイエンスの活用事例」「公共交通・モビリティ分野で利活用されているデータサ
イエンスやAI」の中で、自動運転技術やビッグデータの活用事例を通して、また、第2回の講義テーマ「AI/DS
を身近な例から学ぶ」の中でSNSやスポーツ、コロナ感染症などの医療現場での活用事例を学び、ビッグ
データの活用事例を通して、データ駆動型社会におけるデータサイエンスの必要性について理解する。

第14回の講義テーマ「公的統計の利用」の中で、データ分析のためのデータの取得・管理方法について解説
し、演習を通してe-StatやRESASからのデータの取得の仕方や加工方法について学ぶ。
第4回の講義テーマ「DS/AIを利活用したグローバルな取り組み」の中で、地方自治体が高齢化や過疎化の
問題にデジタル化を用いて新たな価値創造を行う取り組みについて学び、日常生活でのデータの利活用や
社会の問題を解決するためのデータの使い方について理解する。

第3回の講義テーマ「データサイエンスの活用事例」の中で、マーケティングやサービスにおけるデータの利
活用の例を紹介し、チャットボット等を体験させながら、データの利活用が日常生活の課題を解決するツール
となることを学ぶ。
第5回の講義テーマ「DS/AIを利活用したビジネスモデル」の中で、流通サービスや送迎サービスにおける
データの利活用の例を紹介し、データ科学が社会課題の解決策の核となることを学習する。

選択項目

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

講義内容

第2回の講義テーマ「現代社会におけるデータサイエンス」の中で、第1回の講義テーマ「データサイエンスの
重要性」の中で、現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society5.0、データ駆動型社会等）を知り、その
背景と歴史を学ぶ。
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

日常生活や仕事現場において数理・データサイエンス・ＡＩを道具として活用する能力、統計データや統計グラフを正しく解釈し、データ分析に役
立てる能力を身に付けることができる。

http://www.shotoku.ac.jp/outline/ai.php

第7回の講義テーマ「データサイエンスの手法3」の中で、単回帰分析の応用事例として需要予測を紹介し、
マーケティングへの活用について学ぶ。
第11回の講義テーマ「データの特性(平均・分散)」の中で、データの基本的な特性を理解するとともに、所得
データを事例にデータ活用の方法を学ぶ。

第5回、第6回の講義テーマ「データサイエンスの手法1」、「データサイエンスの手法2」の中で、データ分析の
単回帰分析、ベイズ推論及び散布図などのデータの可視化について学ぶ。また、相関関係と因果関係の違
いや疑似相関について触れ、データ分析で注意すべき点について学ぶ。人工知能（AI）については汎用型AI
と特化型AIの違いについて学ぶ。
第9回、第10回の講義テーマ「機械学習の方法」、「機械学習における様々なデータ」の中で、機械学習の目
的ごとの種類や社会での課題、解決方法などを理解し、データの特性に応じた各種機械学習の方法につい
て学習する。

第8回、第10回、第12回の講義テーマ「Excelによる代表値、散布度、5数要素の求め方」、「Excelによる統計
グラフの作成方法」、「Excelによる散布図の作成、相関係数、回帰直線の求め方」の中で、表計算ソフト
Excelを使い、代表値や散布度、相関係数の求め方、散布図やヒストグラム、箱ひげ図のグラフ作成の演習
を通して学びを深める。
第11回の講義テーマ「データの特性（平均・分散）」の中で、データの持つ基本的な統計的性質について理解
し、演習を通して実データから要約統計量を抽出する手法を習得する。

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

第6回の講義テーマ「統計グラフ（ヒストグラム、箱ひげ図）」の中で、データの種類、データの代表値と散布
度、相関について学ぶ。
第14回の講義テーマ「データの集計・解析」の中で、分類と回帰、最小二乗法などのデータ解析手法につい
て学び、演習を通して実際にデータの集計と分析を行う技術を習得する。

第14回の講義テーマ「公的統計の利用」の中で、公的統計を利用し、データをダウンロードし、Ｅｘｃｅｌを利用
して普通出生率や合計特殊出生率などを求めることで、データの加工や統計指標の示す意味を理解する。
第12回の講義テーマ「データの特性（相関・標本・集計）」の中で、データ間の相関と因果関係の違いについ
て学び、実際のデータを用いた演習、正しくデータの読み方を学習し、データを説明する能力を身に付ける。

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

第4回の講義テーマ「データ利活用における留意事項」の中で、GDBRが定める主要な権利やELSIにも触れ、
データ活用の負の側面について理解する。
第8回の講義テーマ「データの公正な取り扱い」の中で、誇大表現による誤解、個人情報の取り扱い、著作権
問題とブロックチェーンの概要などについて理解する。

第13回の講義テーマ「データ分析で注意すべき点」の中で、情報セキュリティについて、リスクの話を交えな
がら解説し、機密性、完全性、可用性について学び、情報漏えいなどによるセキュリティ事故の事例を紹介
するとともに、セキュリティ・プライバシーの観点からデータを守る上での留意事項について学ぶ。
第13回の講義テーマ「データの可視化」において、可視化の重要性と正しい可視化の方法、表現方法の公正
さを実習を交えて理解する。
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

統計入門データサイエンス入門 全学開講

様式２－２

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違しない

経済情報学部では、プログラムを構成する授業科目である教養基礎科目「統計入門」２単位を修得することを修了要件とします。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

統計入門データサイエンス入門 全学開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

単位数 必修 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

統計入門データサイエンス入門 全学開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

統計入門データサイエンス入門 全学開講

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

統計入門データサイエンス入門 全学開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

第14回の講義テーマ「公的統計の利用」の中で、データ分析のためのデータの取得・管理方法について解説
し、演習を通してe-StatやRESASからのデータの取得の仕方や加工方法について学ぶ。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。

第3回の講義テーマ「データサイエンスの活用事例」の中で、マーケティングやサービスにおけるデータの利
活用の例を紹介し、チャットボット等を体験させながら、データの利活用が日常生活の課題を解決するツール
となることを学ぶ。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。

講義内容

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

第2回の講義テーマ「現代社会におけるデータサイエンス」の中で、現在進行中の社会変化（第４次産業革
命、Society5.0、データ駆動型社会等）を知り、その背景と歴史を学ぶ。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。

第3回の講義テーマ「データサイエンスの活用事例」の中で、ビッグデータの活用事例を通して、データ駆動型
社会におけるデータサイエンスの必要性について理解する。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

第5回、第6回の講義テーマ「データサイエンスの手法1」、「データサイエンスの手法2」の中で、データ分析の
単回帰分析、ベイズ推論及び散布図などのデータの可視化について学ぶ。また、相関関係と因果関係の違
いや疑似相関について触れ、データ分析で注意すべき点について学ぶ。人工知能（AI）については汎用型AI
と特化型AIの違いについて学ぶ。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。

第7回の講義テーマ「データサイエンスの手法3」の中で、単回帰分析の応用事例として需要予測を紹介し、
マーケティングへの活用について学ぶ。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。

日常生活や仕事現場において数理・データサイエンス・ＡＩを道具として活用する能力、統計データや統計グラフを正しく解釈し、データ分析に役
立てる能力を身に付けることができる。

http://www.shotoku.ac.jp/outline/ai.php

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

第4回の講義テーマ「データ利活用における留意事項」の中で、GDBRが定める主要な権利やELSIにも触れ、
データ活用の負の側面について理解する。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。

第13回の講義テーマ「データ分析で注意すべき点」の中で、情報セキュリティについて、リスクの話を交えな
がら解説し、機密性、完全性、可用性について学び、情報漏えいなどによるセキュリティ事故の事例を紹介す
るとともに、セキュリティ・プライバシーの観点からデータを守る上での留意事項について学ぶ。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

第6回の講義テーマ「統計グラフ（ヒストグラム、箱ひげ図）」の中で、データの種類、データの代表値と散布
度、相関について学ぶ。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。

第8回、第10回、第12回の講義テーマ「Excelによる代表値、散布度、5数要素の求め方」、「Excelによる統計
グラフの作成方法」、「Excelによる散布図の作成、相関係数、回帰直線の求め方」の中で、表計算ソフトExcel
を使い、代表値や散布度、相関係数の求め方、散布図やヒストグラム、箱ひげ図のグラフ作成の演習を通し
て学びを深める。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。

第14回の講義テーマ「公的統計の利用」の中で、公的統計を利用し、データをダウンロードし、Ｅｘｃｅｌを利用し
て普通出生率や合計特殊出生率などを求めることで、データの加工や統計指標の示す意味を理解する。
※2022（令和4）年度以降は、様式２－１の内容に統合する。
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科目名 担当教員

単位 講義区分 ナンバリング

期待される学修成果

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの要素

実務経験

実務経験を生かした授
業内容

到達目標及びテーマ

授業の概要

授業計画

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

事前学修

事後学修

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

成績評価方法 割合（％） 評価基準等

定期試験 0% 定期試験は実施しない

上記以外の試験・平常点評価 100%
グループワークによる相互評価の総点による評価(50%)

と、最終課題の相互評価(50%)を総合して評価する

補足事項

教科書

書名 著者 出版社 ISBN 備考

指定なし なし なし なし なし

参考資料

データサイエンス入門 西澤　淳

2単位

「基礎教養」「態度」

PBL(課題解決型学習)

データサイエンスが社会でなぜ必要とされ、どのように利活用されているかを包括的に説明できるようになり、データの利活用について法的・倫理
的・社会的観点から討論を行うことができる。日常の些細なできごとをデータサイエンスの目を通して客観的に評価し、論理的思考過程を習得す
る。

現代社会のあらゆる分野で重要視されている、数理・データサイエンス、およびデータについての基礎的な事項について学ぶ。AIが社会実装されて
いる実例をもとに、データサイエンスの是非や方法論についてグループディスカッションやPCでの実習など、アクティブラーニングを多用して習
得する。原則として個人で所有するPCを持参すること。

クラスの進め方、評価方法についてのガイダンス。データが支配する激動の社会を理解する。AI・データサイエンスを学ぶ意義とは

身近な事例から学ぶAI・データサイエンス

公共交通、モビリティ分野で利活用されているAI・データサイエンス

AI・データサイエンスを利活用したグローバルな取り組み

AI・データサイエンスを利活用したビジネスモデル

学術研究におけるデータサイエンス（経済学など人文社会学における応用）

学術研究におけるデータサイエンス（天文学など自然科学における応用）

データの公正な取り扱い

機械学習の方法

機械学習における様々なデータ

データの特性：確率変数と分布関数、代表値、散布度

データの特性：因果関係、相関、母集団と標本

データの可視化：様々なグラフ、可視化の重要性、適切な可視化

データの集計・解析：単回帰、最小二乗法

まとめと最終課題のプレゼンテーション

2 各回の授業計画で挙げられたキーワードについて、インターネットを用いて検索を行い、事前に用語を調査してくること。そのう
えで、不明瞭であると感じた語句や内容と、理解できたものとを明確に区別しておくこと。

2
事前学習で不明瞭であった点が授業で解消できたかを確認し、出来ていない場合はさらに受講生同士のコミュニケーションやイン
ターネットによる検索等で解消すること。質問は授業時間中に直接担当教員に質問し、問題解消に至ることが望ましい。オフィス
アワーの活用も推奨する。

頻出の質問についてはQA掲示板等により回答を行う。

「できる やさしく学ぶExcel統計入門」羽山博, できるシリーズ編集部 著, インプレス ISBN-13: 978-4844337317
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科目名 担当教員

単位 講義区分 ナンバリング

期待される学修成果

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの要素

実務経験

実務経験を生かした授
業内容

到達目標及びテーマ

授業の概要

授業計画

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

事前学修

事後学修

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

成績評価方法 割合（％） 評価基準等

定期試験 0% 定期試験は実施しない

上記以外の試験・平常点評価 100%
グループワークによる相互評価の総点による評価(50%)

と、最終課題の相互評価(50%)を総合して評価する

補足事項

教科書

書名 著者 出版社 ISBN 備考

指定なし なし なし なし なし

参考資料

データサイエンス入門 姜　興起

2単位

「基礎教養」「態度」

PBL(課題解決型学習)

データサイエンスが社会でなぜ必要とされ、どのように利活用されているかを包括的に説明できるようになり、データの利活用について法的・倫理
的・社会的観点から討論を行うことができる。日常の些細なできごとをデータサイエンスの目を通して客観的に評価し、論理的思考過程を習得す
る。

現代社会のあらゆる分野で重要視されている、数理・データサイエンス、およびデータについての基礎的な事項について学ぶ。AIが社会実装されて
いる実例をもとに、データサイエンスの是非や方法論についてグループディスカッションやPCでの実習など、アクティブラーニングを多用して習
得する。原則として個人で所有するPCを持参すること。

クラスの進め方、評価方法についてのガイダンス。データが支配する激動の社会を理解する。AI・データサイエンスを学ぶ意義とは

身近な事例から学ぶAI・データサイエンス

公共交通、モビリティ分野で利活用されているAI・データサイエンス

AI・データサイエンスを利活用したグローバルな取り組み

AI・データサイエンスを利活用したビジネスモデル

学術研究におけるデータサイエンス（経済学など人文社会学における応用）

学術研究におけるデータサイエンス（天文学など自然科学における応用）

データの公正な取り扱い

機械学習の方法

機械学習における様々なデータ

データの特性：確率変数と分布関数、代表値、散布度

データの特性：因果関係、相関、母集団と標本

データの可視化：様々なグラフ、可視化の重要性、適切な可視化

データの集計・解析：単回帰、最小二乗法

まとめと最終課題のプレゼンテーション

2 各回の授業計画で挙げられたキーワードについて、インターネットを用いて検索を行い、事前に用語を調査してくること。そのう
えで、不明瞭であると感じた語句や内容と、理解できたものとを明確に区別しておくこと。

2
事前学習で不明瞭であった点が授業で解消できたかを確認し、出来ていない場合はさらに受講生同士のコミュニケーションやイン
ターネットによる検索等で解消すること。質問は授業時間中に直接担当教員に質問し、問題解消に至ることが望ましい。オフィス
アワーの活用も推奨する。

頻出の質問についてはQA掲示板等により回答を行う。

「できる やさしく学ぶExcel統計入門」羽山博, できるシリーズ編集部 著, インプレス ISBN-13: 978-4844337317
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全学部必修科目（２単位）

現代社会のあらゆる分野で重要視されている、数理・データサ
イエンス、およびデータについての基礎的な事項について学ぶ。
AIが社会実装されている実例をもとに、データサイエンスの是
非や方法論についてグループディスカッションやPCでの実習
など、アクティブラーニングを多用して習得する。

心得基礎導入

岐阜聖徳学園大学

取 組 概 要

目 的

科目構成

学修成果

「数理・データサイエンス・ＡＩ教育（リテラシーレベル）プログラム」では、学生生活や卒業後の社会生活において、数
理・データサイエンス・ＡＩを道具として活用し、社会に貢献できる人材を育成することを目的とする。

※修了要件：教養基礎科目『データサイエンス入門」（２単位）』計２単位を取得すること。

教育学部

外国語学部

経済情報学部

看護学部

日常生活や仕事現場において数理・データサイエンス・ＡＩを道具として活用する能力、統計データや統計グラフを正しく
解釈し、データ分析に役立てる能力を身に付けることができる。

プログラム
内容

数理・データサインス・ＡＩ教育（リテラシーレベル）プログラム

データサイエンス入門

• 第4次産業革命やSociety5.0、データ駆動型社会など、現在起こっている社会の変化について、その歴史や背景について学び、ビッグデー
タの活用事例を通して、データ駆動型社会におけるデータサイエンスの必要性について学ぶ。

• 公開されている統計データなどを用いた演習を通してデータの加工や解析方法について学び、産業界におけるデータの利活用事例から、デ
ータの利活用が日常生活や社会の課題を解決するツールとなることを学ぶ。

• データの相関、偽相関などのデータの特性について学ぶとともに、回帰や分類などのデータ分析手法について学ぶ。様々なデータの可視化
方法について学び、効果的なデータの利用方法を習得する。

• データ活用の負の側面や、世界で策定が進められているデータ保護規則、データ活用で考慮すべき倫理的・社会的課題について学び、デー
タ利用の際の留意事項について学ぶ。
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